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 マウスの精巣では、日々多数の精子が作られている。では、どの細胞がどう挙動するこ
とで長期間継続する精子形成を支えているのか？ 

 これを先入観なく明らかにするために、生体ライフイメージングやパルス標識によって時
間を越えた細胞のふるまいを観測し、数理統計学的に解析した。その結果、非対称分裂を
繰り返す厳密なイメージとは全く異なる、勝手気ままな細胞動態が見えて来た。組織を維
持する「幹細胞」とは、いったいどういう存在なのだろうか？ 組織からどのような制御を受
けているのだろうか？ 本セミナーでは、これらの問題を改めて考えたい。 
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